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木造住宅等振興議員連盟 設立総会

日 時 ：平 成２ ５年６月 １９日 （水） 午後４時 ～５時
会 場：自由民主党本部 ９Ｆ ９０１会議室

次 第

１．開会の辞 木造住宅等振興議員連盟 会長代理 櫻 田 義 孝

２．あいさつ 木造住宅等振興議員連盟 会 長 金 子 一 義

３．議 事 第１号 設立の趣旨確認

第２号 役員及び規約の承認

第３号 木造住宅等の振興に関する当面の課題（業界からの要望）
①木造住宅等振興施策の積極的な実施について
②木材利用ポイントの早期かつ円滑な実施について

４．意見交換

５．閉 会



木造住宅等振興議員連盟設立趣意書

住宅 は国民 生活 の基 盤で あり 、そ の供 給と維持 につい ては、常に 国政の最 重点施

策 とな ってい る。 我が 国の 住宅 建設 は、 その生産 におい て急速な工 業化が進 められ

ているが、その過半は依然として木造在来（軸組）工法住宅が占めている。

これ は、我 が国 が世 界有 数の 森林 国で あり、古 来より 豊かなその 森林資源 に慣れ

親 しみ 活用し てき た歴 史的 経緯 と文 化に 根付くも ので、 現存する貴 重な文化 遺産の

多 くが 証明す ると おり 、木 造建 築は その 耐震性及 び耐久 性等におい て優れて おり、

我 が国 の気候 風土 と日 本人 の生 活特 性に 極めて合 致した 居住性を有 している ため、

今 日な お国民 の望 む住 宅の 首座 に位 置し 、また、 こうし た木造住宅 に対する 国民の

愛着と需要は今後も維持されるものと思われる。

しか しな がら 、減 少に 転じ た人 口、 急進する少 子高齢 化、甚大な 被害をも たらし

た 東日 本大震 災、 更に は世 界規 模で の景 気低迷等 、我が 国を取り巻 く環境は 依然厳

し い 状 況 に あ り 、 住 宅 業 界 に お い て も 新 築 需 要 の 低 迷 に 加 え て 700万 戸 を 超 え る 余

剰ストックを抱えるに至っている。

こ う し た 背 景 か ら 国 は 2006年 に 住 生 活 基 本 法 を 制 定 し 、「 量 か ら 質 へ 」 及 び 「 ス

ト ック 重視」 の二 つを 柱と した 住宅 政策 の大転換 を図り 、業界再編 をも視野 に入れ

た 施策 を急速 に推 し進 めて いる が、 特に その現場 に直接 位置する中 小建築工 事業者

が抱える課題は多く、その解決なくして将来の希望は語れない。

木造 在来 （軸 組） 工法 住宅 は、 多種 多様な資材 と複雑 高度な技術 を必要と してお

り 、政 府の目 する 国民 の住 生活 に対 する 安心・安 全の確 保、環境問 題解決に 向けた

木 材(国 産材 )の 積極 活用 及び 省エ ネ対 策、経済活 性化を 含む中古市 場の抜本 改革等

を 着実 に実践 する 上に おい ても 、① 中小 建築工事 業者の 社会的地位 向上、② 経営基

盤 の確 保及び 支援 、③ 技能 者に 対す る教 育及び後 継者育 成、④工法 、設備、 資材流

通等の総合的研究・開発等、総体的な業界の近代化を積極的に推進する必要がある。

これ らを効 果的 且つ 実行 性あ るも のと して発展 させる 為には、国 政最高レ ベルで

総 合的 、有機 的に 検討 し、 これ らの 実現 を図るこ とが強 く求められ る。よっ て、国

民 の木 造住宅 に対 する 需要 と希 望に 応え 、住生活 の安全 安心の確保 に寄与す る為に

ここに標記国会議員連盟を再興するものとする。

平成２５年４月１日

(新)木造住宅等振興議員連盟発起人

衆議 院議 員 金 子 一 義 衆議 院議員 馳 浩

同 櫻 田 義 孝 同 吉 野 正 芳

同 中 村 裕 之 同 福 井 照

同 金 田 勝 年 同 船 田 元


